
市村清没後 50年  特別号

市村清・記念イベントレポート

創業者・市村清物語
「体育館を寄贈」 

次代を担う青少年の育成のために

特集

“ 市村清ゆかりの地 ”佐賀探訪

“市村清ゆかりの地 ”東京ツアーレポート
友愛会九州支部
“ 市村清ゆかりの地 ”佐賀ツアーレポート

No.162　2019



1

三愛精神

C O N T E N T S  

市村清没後 50年  特別号（通巻 162 号） 
特集  市村清・記念イベントレポート 
 
“市村清ゆかりの地”  佐賀探訪 
 
友愛会 （リコーOB会）九州支部  
創業者・市村清の故郷「佐賀」を訪問 
 
“市村清ゆかりの地”  東京ツアーレポート 

 

創業者・市村清物語　 
体育館を寄贈  次代を担う青少年の育成のために 

　Group Information 
　三愛会プラザ 
　三愛会会員会社一覧 

表紙の言葉 
維新博メイン会場となっていた、市村さん寄贈の体育館。
資料を拝見して、こんな面白い形の建物があるのか！と
びっくりしました。佐賀に旅行に行ったらぜひ訪れてみ
たいです。　　　　　　　　　　　　　（作者  佐田みそ）

 
 

3 

 

6 

 
7 

 

 

2 

9 

13 

15 

リコー三愛グループ 
三 愛 会 会 誌 
No.162      2019



2

市
村
清
の
故
郷
・
佐
賀
県
で
は
、
２
０
１
８
年
３
月
か

ら
19
年
１
月
ま
で
10
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
「
肥
前
さ
が
幕

末
維
新
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
明
治
維
新
１
５
０
年
を
記
念
し
た
企
画
で
、
幕

末
維
新
期
の
佐
賀
を
体
感
す
る
と
と
も
に
、
佐
賀
の
歴

史
・
食
・
文
化
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
佐
賀

市
内
を
中
心
に
県
内
各
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
人
気
を
集
め
た
メ
イ
ン
会
場
「
幕
末
維
新
記
念

館
」（「
市
村
記
念
体
育
館
」）
で
は
、
幕
末
維
新
期
の
佐
賀

の
偉
人
や
偉
業
が
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

紹
介
さ
れ
、
１
５
０
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う

な
臨
場
感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
「
市
村
記
念
体
育
館
」
は
、
市

村
が
１
９
６
３
年
に
私
財
２
億
１
千
余
万
円
を
投
じ
て
建

設
し
、佐
賀
県
に
寄
贈
し
た
も
の
で
、オ
ー
プ
ン
時
に
は

「
佐
賀
県
体
育
館
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

＊

＊

＊

実
業
家
と
し
て
成
功
し
た
市
村
は
、
故
郷
・
佐
賀
の
県

政
に
も
深
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
県
知
事
た
ち
と
も
親

交
が
あ
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
中
で
、県
民
全
体
の
役
に
立

つ
も
の
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
振
興
の
一
助
に
な
る
も
の

を
寄
贈
し
た
い
と
申
し
入
れ
、
誕
生
し
た
の
が
こ
の
体
育

館
で
す
。

「
将
来
を
担
う
青
少
年
の
心
身
を
健
全
に
育
成
す
る
こ

と
こ
そ
が
、国
家
や
社
会
の
発
展
の
最
大
の
基
礎
で
あ
る
。

私
が
故
郷
に
対
し
て
何
ら
か
の
お
返
し
が
で
き
る
な
ら
、

ぜ
ひ
彼
ら
の
精
神
と
肉
体
の
錬
磨
に
役
立
つ
よ
う
な
道
場

に
し
た
い
」

佐
賀
県
体
育
館
は
、
ま
さ
に
市
村
の
願
い
の
具
現
化
だ

っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

設
計
は
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
に
師
事
し
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム

建
築
を
実
践
し
た
坂
倉
準
三
氏
（
１
９
０
１
〜
69
）。
つ
り

屋
根
構
造
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
と
、
全
国
に
先
駆
け
て
備

え
付
け
ら
れ
た
冷
暖
房
設
備
な
ど
が
評
判
を
呼
び
、
九
州

屈
指
の
体
育
館
と
し
て
県
内
の
み
な
ら
ず
全
国
各
地
か
ら

利
用
者
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

同
年
３
月
11
日
、市
村
夫
妻
出
席
の
下
、佐
賀
県
体
育
館

の
落
成
式
と
寄
贈
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
池
田
佐
賀
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
外
の

名
士
や
市
村
の
生
地
北
茂
安
村
の
小
中
学
生
、
県
内
の
高

校
生
な
ど
若
者
た
ち
も
参
列
。
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
と

歓
声
に
迎
え
ら
れ
て
、
挨
拶
の
壇
上
に
向
か
う
市
村
の
目

に
熱
い
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

１
９
６
８
年
３
月
、
佐
賀
県
体
育
館
落
成
５
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
、
市
村
は
５
年
間
に
行
わ
れ
た
行
事
の

報
告
や
知
事
、
来
賓
た
ち
の
謝
辞
を
感
動
の
面
持
ち
で
聞

い
て
い
ま
し
た
。

体
育
館
で
催
さ
れ
た
主
な
行
事
に
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
柔
道
の
国
際
親
善
大
会
、ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
公
演
、

ボ
リ
シ
ョ
イ
バ
レ
エ
団
公
演
な
ど
、
国
際
的
な
水
準
と
格

調
を
持
っ
た
も
の
が
並
び
、
国
内
的
に
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
ほ
か
に
、美
術
展
や
オ
ペ
ラ
、演
劇
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。５

年
の
間
に
地
元
に
与
え
た
有
形
無
形
の
教
育
効
果

は
、使
用
件
数
７
５
０
件
、行
事
日
数
１
０
８
５
日
、入
場

人
員
１
４
７
万
６
６
０
０
人
と
い
う
大
き
な
数
字
と
な
っ

て
表
れ
て
い
ま
し
た
。

「
体
育
館
を
贈
っ
た
こ
と
は
、私
が
故
郷
に
残
し
得
る
一

番
大
き
な
も
の
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」と
、市
村
は
つ

ぶ
や
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
亡
く
な
る
年
の
春
の
こ
と
で
し
た
。

＊

＊

＊

そ
れ
か
ら
月
日
が
流
れ
て
、
県
民
の
間
か
ら
市
村
清
の

功
績
を
た
た
え
、同
体
育
館
に「
市
村
」の
名
を
冠
す
べ
き

と
い
う
声
が
上
が
り
、１
９
９
２
年
４
月
、「
市
村
記
念
体

育
館
」
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
か
ら
55
年
。
今
な
お
健
在
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
か

ら
大
切
に
さ
れ
て
い
る
体
育
館
の
姿
を
天
上
か
ら
眺
め
、

市
村
は
再
び
感
動
の
涙
を
流
し
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

創業者・市村清物語

式典後、参列者たちに送られて体育館を後にする市村夫妻 式典に集まった小中学生たちに挨拶をする市村清
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創
業
者
・
市
村
清
の
ふ
る
さ
と
佐
賀
県
で
は
、
２
０

１
８
年
３
月
か
ら
19
年
１
月
ま
で
明
治
維
新
１
５
０

年
記
念
『
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
』
が
開
催
さ
れ
、

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
 

　
維
新
博
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
「
市
村
記
念
体
育

館
」
を
は
じ
め
、
佐
賀
県
内
に
は
市
村
ゆ
か
り
の
施
設
や

場
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。ち
な
み
に
、
一
番
新
し
い
ス

ポ
ッ
ト
は
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
《
佐
賀
の
偉
人
25
人
》

の
一
人
に
選
ば
れ
た
市
村
の
等
身
大
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

（
佐
賀
市
内
中
心
街
路
に
設
置
）
で
す
。
 

　
三
愛
会
で
は
、
こ
れ
を
機
に
リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー
プ

の
社
員
の
皆
さ
ん
に
市
村
の
ふ
る
さ
と
佐
賀
を
訪
ね
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
特
設
サ
イ
ト

「
市
村
清
を
辿
る
」
を
開
設
し
て
、紹
介
し
て
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、９
月
15
、16
日
、三
愛
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
実
際
に

維
新
博
会
場
や
ゆ
か
り
の
地
へ
行
き
、
市
村
の
生
ま
れ

育
っ
た
佐
賀
の
景
色
や
風
を
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。
 

　
一
方
、
東
京
で
も
市
村
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
東
京

ツ
ア
ー
を
企
画
。
18
年
12
月
14
日
に
16
名
が
参
加
し
て
、

市
村
清
の
墓
参
（
賢
崇
寺
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
旧
市
村

邸
（
現
 公
益
財
団
法
人
市
村
清
新
技
術
財
団
）、
三
愛
石

油
羽
田
支
社
な
ど
５
カ
所
を
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
、
市
村
清
没
後
50
年
特
別
号
の
ま
と
め
と
し

て
、
佐
賀
と
東
京
で
行
わ
れ
た
「
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
の
レ

ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。
 

 市村清没後 50 年特別号　第 2弾（通巻 162 号） 

  市村 清  記念イベントレポート

 

特集

 千栗八幡宮

 佐星醤油

 県立佐賀西高校

 清恵庵

 旧市村邸（現  市村清新技術財団）

 三愛ドリームセンター

 サガテレビ

町立北茂安小学校

リコージャパン役員によるみやき町訪問 
市村記念公園（生家跡） 

さが維新行列で市村清に扮したリコージャパン太田常務

リコー役員による佐賀訪問 
メイン会場内の「志」の場

明治記念館の見事に手入れされた庭を散策 三愛石油 羽田支社の施設見学

リコー役員による佐賀訪問 
市村記念体育館（維新博メイン会場）

東京ツアー参加者による市村清の墓参
興国山  賢崇寺

市村清像
佐賀市内

みやき町

東　京



魚河岸広場 恵水産 　 
夕食は、地元の旬の魚を
味わえる“魚河岸広場 恵
水産”へ。新鮮なお刺身の
盛り合わせはどれも脂が
乗って抜群でした。珍味 
“焼きムツゴロウ”や“干
しワラスボ”は見た目の
インパクトに圧倒されて
チャレンジ断念!!　佐賀
の地酒を堪能しました。 
佐賀県佐賀市駅前中央 1-3-8　電話 0952-27-6030 
（JR佐賀駅南口より徒歩 1分）　 
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 佐
賀
 １
日
目
 

   ２
０
１
８
・
９
・
15

佐
賀
県
み
や
き
町
　
コ
ー
ス
：
北
茂
安
小
学
校
 ⇩
 市
村
記
念
公
園
（
生
家
跡
）
 ⇩
 千
栗
八
幡
宮

市
村
清
の
生
ま
れ
た
佐
賀
県
三
養
基

み

や

き

郡ぐ
ん

み
や
き
町
は
、
佐
賀
市
か
ら
国
道
34
号
線
を
福
岡
方
面
に
約
20
㎞
、
鳥
栖
市
の
隣
に
あ
り
ま
す
。
 

見
渡
す
限
り
田
畑
が
広
が
る
の
ど
か
な
風
景
。
私
た
ち
が
訪
ね
た
頃
は
ま
だ
夏
の
名
残
で
残
暑
が
厳
し
く
、
収
穫
前
の
枝
豆
畑
が
一
面
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

北
茂
安

き
た
し
げ
や
す

小
学
校

市
村
記
念
公
園
（
生
家
跡
）

市村が通った小学校。1958 年に市村が講堂を寄贈した。その
後、講堂は建て替えられたが、新講堂には市村清コーナーが
設けられ、今でも町民たちから「市村先生」と慕われている。
校舎の正面入口前に市村の胸像がある。 
佐賀県三養基郡みやき町東尾 420

市村清の生誕地。 
2001 年、市村清生誕 100 年を記念して、生家跡地を
公園として整備し、町に寄贈。現在は地域の人たち
によって管理されている。 
佐賀県三養基郡みやき町白壁 1196

佐賀中学を中退した市村が通っていた塾の塾長・
岡泰雄氏が晩年宮司を務めた神社。社殿の改装の際
に市村が匿名で大金を寄進。そのおかげもあって、
県唯一の国幣小社に昇格した。 
佐賀県三養基郡みやき町白壁 2403

　
左
右
に
長
い
２
階
建
て
の
校
舎
。
土
曜
日
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
校
内
に
は
児
童
た
ち
の

姿
も
な
く
、
静
ま
り
返
っ
て
い
ま
し
た
が
、
悪

ガ
キ
だ
っ
た
少
年
期
の
市
村
が
通
っ
た
と
思

う
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
住
宅
街
の
入
り
組
ん
だ
細
い
路
地
を
進
ん
で

行
く
と
、急
に
視
界
が
開
け
て
「
市
村
記
念
公
園
」

と
刻
ま
れ
た
石
柱
が
現
れ
、ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

園
内
は
と
て
も
き
れ
い
で
皆
さ
ん
に
大
切
に
守

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
 

　
公
園
近
く
の
千
栗
土
居
公
園
に
は
大
き
な
蓮

池
が
あ
り
、
花
の
見
頃
は
６
月
か
ら
８
月
上
旬
。

一
斉
に
咲
き
誇
る
様
は
ま
さ
に
圧
巻
だ
と
か
。

千ち

栗り
く

八
幡
宮

　
ナ
ビ
を
頼
り
に
行
き
着
い
た
場

所
は
、神
社
の
裏
手
で
し
た
。鳥
居

も
本
殿
も
見
え
ず
、
不
安
な
気
持

ち
を
抱
え
て
急
な
階
段
を
上
る

と
、
そ
こ
に
は
立
派
な
本
堂
が
！
 

　
格
式
の
高
い
本
堂
で
、
今
回
の

旅
の
安
全
と
目
的
達
成
を
祈
願
し

ま
し
た
。
 

　
本
堂
の
建
つ
小
高
い
山
の
上
か

ら
は
、
み
や
き
町
の
広
大
な
田
園

風
景
が
望
め
ま
し
た
。

　
翌
日
の
維
新
博
見
学
に
備
え
て
、佐
賀
市
内
へ
移
動
。み
や
き
町
か
ら
40
分
ほ
ど
の

道
の
り
で
し
た
が
、
高
速
道
路
か
ら
見
え
た
黄
金
色
に
輝
く
大
き
な
夕
日
が
と
て
も

き
れ
い
で
、
明
日
も
良
い
１
日
に
な
り
そ
う
な
予
感
が
し
ま
し
た
。

寄り道スポット
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 佐
賀
 ２
日
目
 

   ２
０
１
８
・
９
・
16

佐
賀
県
佐
賀
市
　
コ
ー
ス
：
清
恵
庵
 ⇩
 佐
賀
西
高
校
 ⇩
 サ
ガ
テ
レ
ビ
 ⇩
 市
村
記
念
体
育
館
（
維
新
博
メ
イ
ン
会
場
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ⇩
 市
村
清
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
 ⇩
 佐
星
醤
油
  

２
日
目
は
佐
賀
市
内
の
維
新
博
会
場
と
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
行
く
先
々
で
市
村
の
足
跡
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
佐
星
醤
油
で
は
創
業
家
と
市
村
の
運
命
的
な
縁
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

茶
室
  清
恵
庵

せ
い
け
い
あ
ん

県
立
佐
賀
西
高
校

市
村
記
念
体
育
館
 

（
維
新
博
メ
イ
ン
会
場
）

サ
ガ
テ
レ
ビ
 

1973 年、市村清の遺志に
より幸恵夫人から寄贈さ
れた。建築家・堀口捨己氏
の遺作。現在は博物館が管
理をしており、茶会などに
も利用できる。平日の見学
も可。 
佐賀県佐賀市城内 1-15-23 
（佐賀県立博物館 総務課　
☎ 0952-24-3947）

旧制県立佐賀中学。旧制中学校の廃
止により佐賀第一高校と改称。1963
年、佐賀西、佐賀北、佐賀東の 3校に
分割された。 
佐賀県佐賀市城内 1-4-25

1967 年、佐賀放送（株）として設立、翌年、
（株）サガテレビ に社名変更。佐賀県内に数
多くの中継局を持ち、県内全域、福岡、長
崎、熊本の一部を放送エリアとする。 
佐賀県佐賀市城内 1-6-10

市村が故郷のためにと私財を投じて寄贈した体育館で、「佐賀県体育館」とし
て 1963 年に完成。設計は坂倉準三氏。斬新なデザインに合わせるため、窓ガ
ラスはすべて台形の特注品。92 年、「市村記念体育館」と改称。 
佐賀県佐賀市城内 2-1-35

　
佐
賀
県
立
博
物
館
裏
の
遊
歩
道
の
中
ほ
ど
、旧
佐
嘉
城

の
南
堀
に
面
し
て
ひ
っ
そ
り
佇
ん
で
お
り
、お
堀
に
び
っ

し
り
と
茂
っ
た
大
き
な
蓮
の
葉
で

隠
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
 

　
あ
い
に
く
の
休
館
日
で
、中
に
入

る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
！

　
清
恵
庵
の
す
ぐ
そ
ば
に
、市
村

が
学
ん
だ
佐
賀
中
学
校
の
後
身

・
佐
賀
西
高
校
が
あ
り
ま
す
。今

で
も
県
内
屈
指
の
名
門
校
と
の

こ
と
。正
門
か
ら
校
舎
を
眺
め
た

だ
け
で
す
が
、市
村
は
ど
ん
な
思

い
で
中
退
し
た
の
だ
ろ
う
と
想

像
す
る
と
、ち
ょ
っ
ぴ
り
う
る
っ

と
し
ま
し
た
。
 

　
市
村
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
県
内
唯
一
の

民
間
放
送
局
で
、
市
村
が
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

　
さ
す
が
に
局
内
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、１
階
の
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ「
Ｊ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ
 

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」の
店
内
を
拝
見
。リ
ク
エ
ス
ト
を

す
れ
ば
、サ
ガ
テ
レ
ビ
制
作
の
ビ
デ
オ『
三
愛
精
神

の
ル
ー
ツ
を
辿
る
』
を
見
せ
て
い
た
だ
け
る
と
の

こ
と
。
　

　
い
よ
い
よ
維
新
博
の
メ
イ
ン
会
場

と
な
っ
て
い
る
市
村
記
念
体
育
館
へ
。 

　
こ
こ
で
は
入
館
前
に
記
念
撮
影
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
乗
せ
ら
れ
て
、満
面
の
笑
み
で
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
！
  

今
考
え
る

と
、
恥
ず
か

し
い
！

　
場
内
で
は
、
幕
末
維
新
期
の
佐
賀
の
偉

業
を
、
そ
れ
を
支
え
た
「
技
」、
成
し
遂
げ

た
「
人
」、
突
き
動
か
し
た
「
志
」
と
、
テ

ー
マ
ご
と
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
最
新

映
像
技
術
で
紹
介
。
そ
の
迫
力
あ
る
映
像

と
、
工
夫
さ
れ
た
筋
書
き
に
引
き
込
ま
れ

ま
し
た
。「
志
」
の
場
で
は
、
リ
コ
ー
の
Ｉ
Ｔ

技
術
に
よ
る
、葉
っ
ぱ
に
見
立
て
た〝
こ
と

の
は
〞が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
…
。さ
ら
に
、特
別

に
２
階
に
あ
る
市
村
清
の
パ
ネ
ル
コ
ー
ナ

ー
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

       　
  （
維
新
博
は
１
月
14
日
で
閉
幕
）

）
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明
治
維
新
１
５
０
年
の
今
年
、
維
新
を
成
し
た
当
時
の

雄
藩
「
薩
長
土
肥
」（
鹿
児
島
・
山
口
・
高
知
・
佐
賀
）
の
各

県
は
、
未
来
へ
の
発
展
を
テ
ー
マ
に
記
念
行
事
を
開
催
。 

　
佐
賀
県
の
「
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
」
の
テ
ー
マ

は
、
日
本
最
初
の
反
射
炉
や
鉄
製
銃
器
大
砲
、
実
用
蒸
気

機
関
等
を
製
造
し
た
《
技
》、
そ
れ
ら
を
成
し
遂
げ
た

《
人
》、
礎
と
な
っ
た
《
志
》
を
中
心
に
展
示
紹
介
し
、
そ

こ
か
ら《
学
び
考
え
る
》
こ
と
に
よ
っ
て
、未
来
を
拓ひ
ら

こ
う

と
い
う
も
の
。
開
催
期
間
中
、
全
国
か
ら
多
く
の
皆
さ
ま

が
来
県
さ
れ
、
佐
賀
の
歴
史
に
感
銘
を
受
け
た
そ
う
だ
。 

　
時
あ
た
か
も
、
今
年
は
創
業
者
・
市
村
清
の
没
後
50
年

に
当
た
る
。
市
村
氏
が
寄
贈
さ
れ
た「
市
村
記
念
体
育
館
」

が
維
新
博
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
り
、《
佐
賀
の
偉
人
25
人
》

の
一
人
に
選
ば
れ
た
市
村
氏
の
銅
像
が
佐
賀
市
内
の
中

央
通
り
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
も
、
深
い
縁
を
感
じ
る
。　
 

　
そ
こ
で
、
友
愛
会
九
州
支
部
で
は
記
憶
に
残
る
年
と
し

て
創
業
者
の
故
郷
・
佐
賀
訪
問
を
企
画
。
７
月
20
日
、
支

部
事
務
局
の
入
江
さ
ん
を
は
じ
め
29
名
の
メ
ン
バ
ー
で

訪
佐
し
た
。
 

　
ま
ず
、
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
藩
主
鍋
島
直
正
、
江
藤
新

平
、
大
隈
重
信
、
日
本
赤
十
字
社
創
設
者
・
佐
野
常
民
、
北
海
道
開
発
に
尽
力
し
た
島
義
勇
ら
佐
賀
先
達

の
偉
業
を
映
像
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
見
聞
。
続
い
て
、
中
央
大
通
り
に
立
つ
、
リ
コ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
を

手
に
し
た
市
村
清
尊
像
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
。
さ
ら
に
、
創
業
者
の
心
の
支
え
で
あ
り
誇
り
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
佐
賀
鍋
島
藩
の
博
物
館
「
徴
古
館
」
を
訪
れ
て
、
幕
末
維
新
期
の
活
動
の
成
果
を
改
め
て
実
感
し

た
り
、
藩
校
「
弘
道
館
」
に
体
験
入
門
し
て
、
当
時
の
勉
学
の
様
子
を
肌
で
感
じ
た
り
と
、
実
り
多
き
維

新
博
巡
り
だ
っ
た
。
 

　「
さ
が
風
土
館
喜
楽
」
に
て
佐
賀
牛
の
昼
食
を
堪
能
し
て
か
ら
、「
市
村
自
然
塾
 九
州
」
へ
向
か
う
。
合ご
う

谷や

塾
頭
に
よ
れ
ば
、
農
業
体
験
を
通
し
て
子
供
た
ち
の
自
主
性
の
涵
養

か
ん
よ
う

を
図
る
と
い
う
教
育
が
成
果
を
上

げ
、
地
域
社
会
で
大
変
好
評
を
博
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
Ｏ
Ｂ
と
し
て
こ
の
活
動
を
誇
り
に
感
じ
た
。
 

　
今
回
の
佐
賀
訪
問
で
は
、
創
業
者
の
「
三
愛
精
神
」
を
改
め
て
実
感
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
糧
と
す
る

有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。
 

　
　
　
　
　
                         （
２
０
１
８
年
11
月
　
友
愛
会
九
州
支
部
  副
会
長
　
野
中
　
明
  記
）
 

市
村
清
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

佐さ

星ぼ
し

醤
油
し
ょ
う
ゆ

　
中
央
通
り
の
歩
道
に
立
っ
て
い

る
の
で
、
注
意
し
て
い
な
い
と
あ

っ
と
い
う
間
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。
50
歳
頃
の
姿
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
意
外
と
若
く
（
？
）
見

え
ま
し
た
。（
し
か
も
あ
ま
り
似
て

な
い
?!
 製
作
者
さ
ん
、
ゴ
メ
ン
な

さ
い
！
）

　
今
回
の
取
材
を
通
し
て
、リ
コ
ー
三
愛
グ

ル
ー
プ
の
創
業
者
・
市
村
清
の
功
績
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
偉
大
な
る
創
業
者
の
功
績
や
人
間

性
を
グ
ル
ー
プ
社
員
の
皆
さ
ん
た
ち
に
伝

え
て
続
け
て
い
く
こ
と
が
、私
た
ち
の
役
割

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
よ
り
多
く
の
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。
　
    　
　
　
　
　
　
 Ｊ
子
・
Ｅ
子

　
定
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、吉
村
専
務
が
佐
星

醤
油
と
市
村
と
の
関
係
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。お
店
入
り
口
の
土
間
に
歴
史
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、貴
重
な
当
時
の

感
光
紙
保
存
缶
も
あ
り
ま
し
た
。
 

「肥前さが幕末維新博覧会」におい
て選ばれた《佐賀の偉人 25 人》の
等身大モニュメントが中央通り沿
いに設置されている。 
佐賀県佐賀市松原 1  

1897 年創業の老舗。1920 年頃に初代吉村吉郎氏が「吉村
商会」を設立し、富国生命代理店、味の素や理研感光紙の
九州地区総代理店を営む。市村は富国生命の外交員時代に
吉村氏と知り合い、後に理研感光紙の九州地区総代理店の
権利を譲り受けた。1951 年、現在の佐星醤油となる。 
佐賀県佐賀市唐人 1-1-16 

中央通り沿いのイタリアンレスト
ランで遅めのランチ。お店オスス
メの自家栽培のバジルを使った
「バジリコパスタ」（写真右）とご当
地メニュー「シシリアンライス」を
注文。 
シシリアンライスはご飯の上に肉
と生野菜、マヨネーズソースが乗
っており、新鮮な野菜がたっぷりで
大満足でした。 
佐賀県佐賀市白山 1-2-13 1F

寄り道スポット　R-style Dininng

友
愛
会
（
リ
コ
ー
Ｏ
Ｂ
会
）
九
州
支
部

創
業
者
・
市
村
清
の
故
郷
「
佐
賀
」
を
訪
問

市村の像の前で記念撮影
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市
村
清
の
墓
所
 

興
国
山
 賢
崇
け
ん
そ
う

寺

市
村
清
新
技
術
財
団
 

（
旧
市
村
邸
）

　
ま
ず
最
初
に
、
ツ
ア
ー
の
無

事
を
祈
念
し
て
、
市
村
の
眠
る

墓
所
を
参
拝
。
墓
石
の
横
に
あ

る
三
愛
精
神
の
刻
ま
れ
た
ド
リ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
に
、〝
さ
す
が
は
市
村
清
〞
と

皆
さ
ん
、
驚
い
た
様
子
。
 

　
朝
一
番
の
お
参
り
で
〝
気
持

ち
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
〞
と

い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

　
市
村
清
が
住
ん
で
い
た
お
屋
敷
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
、

感
慨
も
ひ
と
し
お
の
様
子
。
眼
鏡
や
帽
子
な
ど
の
愛
用
品
の

数
々
を
見
た
り
、
丸
い
出
窓
や
ら
せ
ん
階
段
な
ど
〝
丸
〞
に
こ

だ
わ
っ
て
い
た
市
村
の
思
い
に
触
れ
て
、ま
す
ま
す
身
近
に
感

じ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
　

寛永 12（1635）年に建立の曹
洞宗の寺院。 
佐賀鍋島藩歴代藩主の菩提寺
であり、佐賀藩士をはじめ佐
賀ゆかりの人々が多く眠る。 
市村がここを選んだのも佐賀
出身であり、祖父の新太郎が
佐賀藩士だったことによる。 
東京都港区元麻布 1-2-12 

1937 年、市村が 37 歳の時にこの地に自宅
を建築。当時は眼下に旭光学（リコーの前
身）の工場が望めた。54 年の新築の際に、
らせん階段や丸い出窓など、市村が好んだ
曲線を生かした設計とした。 
現在は市村の遺志によって設立された財
団に寄贈され、財団本部となっている。 
東京都大田区北馬込 1-26-10 

 東
京
ツ
ア
ー
  ２
０
１
８
・
12
・
14

コ
ー
ス
：
興
国
山
 賢
崇
寺
 ⇩
 市
村
清
新
技
術
財
団
 （
旧
市
村
邸
）
⇩
 明
治
記
念
館
 

　
　
　
　
⇩
 三
愛
石
油
 羽
田
支
社
 ⇩
 三
愛
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

　
東
京
都
内
に
あ
る
市
村
清
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
１
日
ツ
ア
ー
を
開
催
。
三
愛
会
常
任
理
事
会
社
各
社
（
リ
コ
ー
、
三
愛
石
油
、

リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
、
リ
コ
ー
リ
ー
ス
）
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
た
16
名
の
皆
さ
ん
が
貸
切
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
市
村
清
の

墓
参
を
皮
切
り
に
全
５
カ
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

■
今
回
の
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
、
市
村
清
の
優
れ
た
先
見
の
明
に
感
銘
を
受

け
た
。先
を
見
据
え
た
市
村
清
の
行
動
力
と
考
え
方
を
見
習
い
、自
身
の

領
域
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、広
い
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、今
後
の
業

務
に
励
み
た
い
と
感
じ
た
。

リ
コ
ー
　
菅
原
裕
樹
 

■
少
し
不
安
と
緊
張
が
あ
り
ま
し
た
が
、と
て
も
楽
し
く
、市
村
清
の
過
去

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
満
足
で
す
。私
は
営
業
職
で
す
の
で
、市
村
清
の

よ
う
に
視
野
を
広
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
お
客
さ
ま
の
困
り
事
を
把

握
、
解
決
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
　
宮
本
空
良
 

■
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
が
、市
村
清
と
い
う
人
物
の
大
き
さ
、後

世
に
遺
し
た
功
績
の
大
き
さ
を
体
感
で
き
ま
し
た
。
業
種
の
違
う
グ
ル

ー
プ
会
社
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
、改
め
て「
グ
ル
ー
プ
の
多
様

性
＝
市
村
清
と
い
う
人
物
の
幅
の
広
さ
」
を
感
じ
ま
し
た
。
 

リ
コ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
　
石
田
美
恵
子
 

■
市
村
清
の
功
績
に
つ
い
て
実
際
の
場
所
で
説
明
を
聞
き
、
よ
り
理
解
が

深
ま
り
ま
し
た
。今
後
、こ
の
体
験
で
感
じ
た
こ
と
を
職
場
の
人
た
ち
へ

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

リ
コ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
　
野
村
　
豊
 

■
創
業
者
の
人
間
性
と
功
績
に
直
に
触
れ
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
は
あ
ま
り
お
会
い
す
る
こ
と
の
な
い
リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ま
と
お
話
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
大
変
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

三
愛
石
油
　
八
木
俊
輔
 

■
市
村
清
の
功
績
や
理
念
に
関
す
る
知
識
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、い
か
に
多
く
の
方
々
と
関
わ
り
、心
を
動
か
し
、ま
た
企
業
を
動
か

し
、
日
本
を
よ
り
良
い
国
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
ま
い
進
し

て
き
た
の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

キ
グ
ナ
ス
石
油
　
林
　
雄
一
 

■
三
愛
石
油
の
給
油
作
業
を
間
近
で
見
て
、と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。さ
ま

ざ
ま
な
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
皆
さ
ん
と
も
お
話
し

す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
 

國
際
油
化
　
川
中
隆
司
 

■
創
業
者
の
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
や
行
動
力
、
人
脈
や
人
望
の
厚
さ
な
ど
を

知
り
、こ
れ
ま
で
と
は
違
う
視
点
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。我
々
も
グ
ル

ー
プ
企
業
の
存
続
に
つ
な
が
る
よ
う
、固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、柔
軟

な
思
考
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。
 

三
愛
プ
ラ
ン
ト
工
業
　
杉
村
知
子
 

■
事
前
に
市
村
清
に
関
す
る
記
事
等
を
読
み
返
し
、
人
物
像
を
具
体
化
し

て
か
ら
参
加
し
た
の
で
、
行
く
先
々
で
見
聞
き
し
た
話
か
ら
創
業
者
の

社
員
に
対
す
る
深
い
思
い
や
人
柄
の
良
さ
を
感
じ
、
よ
り
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
　
長
坂
直
美
 

愛用品の展示を見る皆さん

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
ご
感
想
（
敬
称
略
）
 



8

■
今
回
、
事
前
に
『
市
村
清
実
践
哲
学
』
を
読
ん
で
参
加
し
ま
し
た
。
お
金

に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
市
村
邸
の
立

派
な
庭
、特
注
の
円
形
状
の
応
接
室
や
ら
せ
ん
階
段
、地
下
室
な
ど
、そ

の
こ
だ
わ
り
は
実
に
お
し
ゃ
れ
で
セ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
感
性
も
市
村
清
の
魅
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
　
奥
出
雅
人
　
 

■
賢
崇
寺
で
の
墓
参
、旧
私
邸
の
見
学
、明
治
記
念
館
で
は
庭
園
が
美
し
か

っ
た
で
す
。さ
ら
に
、三
愛
石
油
で
は
、ハ
イ
ド
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
運

ば
れ
た
燃
料
給
油
作
業
を
航
空
機
の
間
近
で
見
学
。
ま
た
『
茨
と
虹
と
』

を
読
み
返
し
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
   

リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
　
市
川
蔦
子
 

■
自
分
の
富
よ
り
世
の
た
め
、社
会
の
た
め
を
考
え
、そ
れ
に
共
感
し
慕
っ

て
く
る
人
や
相
談
す
る
人
が
多
く
い
た
こ
と
を
、
今
回
の
ツ
ア
ー
で
納

得
で
き
、こ
の
方
が
創
業
者
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。も
っ

と
長
生
き
し
て
い
た
だ
い
て
一
度
で
も
お
目
に
掛
か
り
た
か
っ
た
で
す
。 

リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
エ
ー
テ
ィ
ー
　
玉
置
美
香
 

■『
茨
と
虹
と
』を
読
ん
で
か
ら
参
加
し
た
こ
と
で
、尊
敬
で
き
る
す
ご
い

存
在
で
あ
る
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、没
後
50
年
た
っ
た
今
で

も
、市
村
清
の
生
き
た
証
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
て
、そ
の
市
村
清
が
創

っ
た
グ
ル
ー
プ
会
社
で
働
け
る
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
し

っ
か
り
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
と
、
強
く
思
い
ま
し
た
。
 

リ
コ
ー
リ
ー
ス
　
髙
田
佳
奈
 

■
市
村
清
の
自
分
の
考
え
を
曲
げ
ず
、正
し
い
と
思
う
こ
と
を
や
り
ぬ
き
、

儲
け
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
を
考
え
、
三
愛
精
神
を
基
に
し
な
が
ら
苦

難
を
乗
り
越
え
て
グ
ル
ー
プ
を
成
長
さ
せ
て
い
く
姿
な
ど
、
今
後
仕
事

に
生
か
し
て
、
社
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
   

リ
コ
ー
リ
ー
ス
　
須
賀
俊
幸
 

■
リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー
プ
の
礎
を
築
き
、
日
本
に
お
け
る
リ
ー
ス
業
の
発

展
に
努
め
た
偉
大
な
方
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
す

べ
て
の
場
所
で
未
知
の
体
験
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。
 

リ
コ
ー
リ
ー
ス
　
東
松
　
聡
 

■
行
く
先
々
で
市
村
清
の
ア
イ
デ
ア
や
こ
だ
わ
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
て
き
た
こ
と
へ
の
驚
き
と
尊
敬
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。今
後
、仕
事
や
人
生
に
お
い
て「
や
ろ
う
と
思
え

ば
何
で
も
で
き
る
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
で
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
レ
ン
ト
　
松
田
真
季
 

明
治
記
念
館
 

　
特
別
の
ご
配
慮
で
、皇
室
の
方
た
ち
が
利
用

さ
れ
る
入
り
口
か
ら
入
り
、管
理
が
行
き
届
い

て
、冬
で
も
青
々
と
し
た
芝
生
が
広
が
る
お
庭

を
拝
見
。周
囲
の
高
層
ビ
ル
や
電
線
が
見
え
な

い
よ
う
に
、建
物
や
木
々
な
ど
の
配
置
に
工
夫

さ
れ
て
い
る
と
伺
い
、
驚
き
ま
し
た
。
 

　
明
治
天
皇
も
お
食
事
を
さ
れ
た
と
い
う
由

緒
あ
る
お
部
屋
で
昼
食
。私
た
ち
の
た
め
に
市

村
清
に
ま
つ
わ
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
、心
の
こ
も
っ
た
細
や
か
な
応
対
に

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

1947 年、市村は明治神宮から依頼を受
けて、古く厳粛な形式を残す憲法記念館
を結婚式場にリニューアル。その年の挙
式数は 295 組を数えた。そして、開館か
ら 70 余年、挙式数も 21 万組を超えた。 
東京都港区元赤坂 2-2-23 

羽田支社内の貯油タンクを見学

ホール中央階段の前で

三
愛
石
油
 羽
田
支
社
 

（
羽
田
空
港
の
ハ
イ
ド
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）

　
特
別
許
可
を
得
て
、
羽
田
支
社
の
航

空
機
給
油
施
設
を
見
学
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

増
設
工
事
中
の
貯
油
タ
ン
ク
も
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
、制

限
区
域
内
に
入
り
、
飛
行
機
の
側
ま
で

行
っ
て
、
ハ
イ
ド
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
の
給
油
の
様
子
を
見
学
。
ジ
ェ

ッ
ト
燃
料
の
匂
い
と
迫
力
あ
る
エ
ン
ジ

ン
音
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
興
奮
気
味
の
皆
さ

ん
。
普
通
で
は
で
き
な
い
〝
貴
重
な
体

験
〞
に
大
満
足
の
よ
う
で
し
た
。
 

1952 年、市村は航空会社からの
要請を受けて三愛石油を創立。
ハイドラントシステムは、燃料
タンク車を使って行われていた
給油の様子を見ていて、 “水道の
ようにホースから直接給油した
らよいのではないか…”とひら
めいたことから生まれた。55年
にハイドラントシステムによる
初の給油が行われた。 
東京都大田区羽田空港 3-7-1 

給油事務所の作業モニターを見学

三
愛
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
 

　
ご
存
じ
、銀
座
の
ど
真
ん
中

に
建
つ
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の

円
筒
ビ
ル
。実
は
ビ
ル
と
広
告

塔
の
間
に
屋
上
ス
ペ
ー
ス
が

あ
っ
て
、今
回
上
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。銀
座
の
き
ら
び
や

か
な
夜
景
に
見
と
れ
て
い
る

と
、風
に
あ
お
ら
れ
て
落
ち
て

し
ま
い
そ
う
で
怖
か
っ
た
で

す
。（
も
ち
ろ
ん
安
全
で
す
！
） 

　
１
９
６
３
年
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
ゴ
ン

ド
ラ
を
使
っ
て
上
ま
で
上
が

っ
た
と
か
。（
ゾ
ク
ゾ
ク
ッ
！
）

午前 0時のオープニングセレモニーは、当時、大
きな話題に。オープンから 50 余年、今なお銀座
4丁目のランドマークとなっている。 （8・9階
「リコーイメージングスクエア銀座」で開催され
る写真展等はカメラ愛好家たちにも好評。）屋上から見た銀座の夜景

※
誌
面
の
都
合
上
、
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
 

    全
文
を
載
せ
ら
れ
な
く
て
ゴ
メ
ン
な
さ
い
！
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　「市村自然塾 関東」恒例の収穫祭が、塾生とそのご家族やリコー加藤茂夫執行役員を
はじめボランティアの社員たちも参加して、11 月 3日（男子）と 10 日（女子）に行わ
れました。 
　塾生たちは自分たちが丹精込めて育てた野菜を八百
万の神に奉納した後、春に仕込んだ手作りみそを使って 
“ごった煮” を作り、ご支援いただいている方々に感謝の
気持ちを込めてふるまいました。 
　収穫を終えた畑では塾生による奉納相撲も行われ、野
菜を育ててくれた土を力強く踏みしめて、熱のこもった
迫力ある闘いが繰り広げられました。 

I  n  f  o  r  m a  t   i  o n 
G r o u p  

　リコー山下良則社長は 9月 24 日、日本で初めて「RE100※」に参加表明し
たことなどが評価され、日本企業として初めてニューヨークのタイムズセ
ンターで行われた「Climate Week NYC」のオープニングセレモニーで基調
講演を行いました。同会議は気候変動問題の対応を議論する国際的な会議
です。 
　基調講演で山下社長は「リコーの創業の精神である三愛精神では『国を愛
する』ということを掲げている。この考えは現在の地球環境を大切にする、
というサステナビリティの考えにつながるもので、リコーのDNAとして
80 年以上にわたり培われてきた。 90 年代には経済的価値と環境保全を同
軸で実現する『環境経営』という方針を定め、さまざまな成果を生み出して
きた」と、これまでのリコーの取り組みを紹介しました。加えて「変革は行
動することによってのみもたらされると信じています。地球環境を守るに
は、リーダーシップ、行動、そして協力が不可欠です」と強調しました。 
　※ RE100 ：事業に必要な電力を 100％再生可能エネルギーで調達することを目標 
                           に掲げる企業が加盟する世界的なイニシアチブ 

リコージャパン 
J.D. パワーより顧客満足度調査第 1位のトロフィー授与
　11 月 19 日、リコージャパン本社事業所において、株式会社ジェイ・
ディー・パワー ジャパン（略称：J.D. パワー）が実施した顧客満足度調査
で第 1位と評価された 5分野のトロフィーが、J.D. パワー 鈴木代表取締
役会長からリコージャパン 担当役員に授与されました。 
　鈴木会長から 「7冠を取るのが目標と伺いました。今年は 5つですが、
来年はぜひ 7つのトロフィーをお持ちしたいと思います」とメッセージ
をいただきました。 
　リコージャパン、リコーは、以下の 5分野で顧客満足度第 1位を獲得。
そのうち IT 関連の 2分野ついては 4年連続の受賞となりました。 
 
●2018 年カラーレーザープリンター顧客満足度調査（調査対象はリコー） 
●2018 年日本 IT ソリューションプロバイダー顧客満足度調査〈独立系 /ユーザー系 /事務機器系 SIer〉 
●2018 年日本 IT 機器保守サービス顧客満足度調査〈サーバー機編〉 
●2018 年法人向けテクニカルサポートコールセンター満足度調査〈サーバー部門〉および〈PC /タブレット部門〉 

左から宮本執行役員、木村執行役員、J.D. パワー 鈴木代表取締役
会長、島貫執行役員、青木常務執行役員、太田常務執行役員

講演するリコー  山下良則社長

育てた野菜を八百万の神に奉納し、調理師
さんに感謝を伝える塾生たち

白熱した奉納相撲のもよう

リコー  
「市村自然塾 関東」で収穫祭を開催

リコー 
山下社長、Climate Week NYC で基調講演



　リコーインダストリー（RI）は 11 月 8日、第 1回
「全社 KAIZEN 活動発表会」を開催しました。会場の
厚木事業所には、来賓を含む約 200 名が集合し、7
事例、1招待事例の発表とラウンドテーブル、表彰が
行われました。 
　全社初となった大会は、KAIZEN 文化の定着、
KAIZEN サイクルのスピードアップや活動のスパイ
ラルアップを目的に ”全員参加型の活動” として行
われました。戸倉正社長は「ものづくりは、生産技
術力、製造力、管理力、現場力を磨き高めることが
重要。本日の提案で良いものは部門・事業所を超え
て即実行し、さらなるスパイラルアップを期待したい」と総括し、出席者一同、志を新たに閉会しました。 
　会場の様子は、RI の事業所（東北、勝田、御殿場）、CT&P 沼津、およびグループ関連会社のリコーインダストリアルソリュ
ーションズ（花巻）、山梨電子の各会場にスカイプ中継されました。 
　優秀事例は、リコー生産本部のWW KAIZEN 大会（1月予定）へ推薦されます。 
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I  n  f  o  r  m a  t   i  o n 
G  r o u p  
I  n  f  o  r  m a  t   i  o n 
G r o u p  

「リコーインダストリー全社 KAIZEN 活動発表会」に参加された皆さん

リコーインダストリー 
第１回「全社 KAIZEN 活動発表会」を開催

デジタル運動会の様子

　リコー IT ソリューションズ（RITS）は 11 月 21 日と 22 日の 2日間、「テクノフォ
ーラム 2018」を秋田市にぎわい交流館 AUで開催しました。 
　今年は 「Digital Transformer」をコンセプトに、”デジタル” でリコーグループ事
業のあらゆる領域を支え、”変革を推し進めていく存在” として、機械学習技術から
VRまで、さまざまな技術力をリコーグルー
プの皆さんに紹介しました。 
　さらに、普段は 8つの拠点に分かれて働
いている社員同士のつながりを深めるデジ
タル運動会の開催、Office365 を活用した中
継配信（テック TV）など、「いつでも、どこで
も、つながる」を実践し、社員が一丸となっ
て楽しみ、盛り上がりました。

リコー IT ソリューションズ 
「RITS テクノフォーラム 2018 in Akita」を開催

リコー 
リコーブラックラムズ、障がい者支援施設でラグビー教室を開催  
　11 月 10 日、岩手県の障がい者支援施設 緑生園にリコーブラックラムズ 
（リコーラグビー部）の普及スタッフと現役選手 3名が訪問しました。 
　緑生園は、就職を目指す知的障がい者の訓練にラグビーを取り入れて
おり、全国唯一の日本ラグビー協会登録の知的障がい者チームとなります。 
　チームの皆さんは選手と一緒に
ウォーミングアップし、パスの仕方
や周りとのコミュニケーションの
取り方などを練習。終了後は、選手
から T シャツとサイン色紙がプレ
ゼントされ、記念撮影をするなどさ
まざまな交流を楽しみました。 

技術発表  中継配信の様子



リコークリエイティブサービス 
住まいを考えるその前に……「住まいの優遇制度」のご確認を！  
　リコークリエイティブサービスは、リコー三愛グループの社員の皆さまを対象とした全国約 150 社の法人提携企業による 
「住まいの優遇制度」の窓口をしております。提携企業のみのお得な割引・優遇制度となっておりますので、これから住まいを 
「買う・建てる・売る・リフォームする」という時に、ぜひご活用ください。 
　（例えば、新築マンションの場合、購入価格から 1％の割引⇒　3000 万円なら 30 万円の割引となります。） 
 
　利用方法は簡単！ 
　提携企業へ “初めて” 問い合わせをする “前” に当社指定の「紹介カード」を発行するだけ。 
　提携会社の確認・紹介カードの発行依頼は、RCS 生活支援サイト「RNAVI」から 
 
　また、住まいの相談窓口として、不動産の相続、税金、購入、売却の査定相談を承っています。 
　誰に相談するか迷ったら・・・まずは「グループ不動産会社」へ遠慮なくご相談ください！ 
　〈お問い合わせ先〉ファシリティマネジメント事業本部　CRE 部　奥山・木野田　まで 
                                      ☎ 03-3777-4233（リコー内線：8-333-5164） 
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リコークリエイティブサービス 
生活支援サイト 「RNAVI」 の提携企業の優待サービスをご存じですか？  
　リコークリエイティブサービスが運営する生活支援サイト「RNAVI」 
（http://www.rnavi.com）は、リコー三愛グループの各社に従事されているすべ
ての社員の皆さま、ご家族さまの生活をサポートしている専用サイトです。 
　また、毎冬恒例の「ウインターセール」も開催していますので、ぜひこの機会
にご利用ください。 
☆提携企業様の優待・優遇サイトが充実しています。 
　人気の映画・観劇チケットをはじめとしてレストラン各種、家具・寝具、電化
製品はもちろん、紳士・婦人服、車の売買、引っ越し等々、生活シーンに必要な
サービス・特典を数多くご紹介しています。リコー三愛グループの社員だから
こそ利用できる優待・優遇サービスですのでご活用ください。 
 
〈お問い合わせ先〉ファシリティサービスセンター   厚生サポート部　 
                                    厚生サービスグループ　青木　まで 
                                ☎ 080-2070-7873  ［内線］8-71-35535　FAX 03-5742-2844 

I  n  f  o  r  m a  t   i  o n 
G r o u p  

 

リニューアルオープン！ 
國際油化(株)　セブン-イレブン複合店オブリステーション牛久女化南

うしくおなばけみなみ

  
　11 月 23 日、茨城県土浦市から龍ケ崎市につながる県道 48 号線沿いに立地
する「オブリステーション牛久女化南」が、セブン-イレブン複合店としてリ
ニューアルオープンしました。 
　オープン前日の 22 日、近隣のお客さまへのご挨拶と感謝の気持ちを込めて
セブン-イレブンをプレオープンし、たくさんのお客さまにご来店いただきま
した。 
　皆さまのご来店をスタッフ一同、心よ
りお待ち申し上げます。 
 
住所：〒300-1214  
　　　茨城県牛久市女化町 411-8 

プレオープン当日に行われた「餅まき大会」の様子

セブン-イレブン複合店オブリステーション牛久女化南

RNAVI トップページ　http://www.rnavi.com/



リコーリース 
『Forbes JAPAN WOMEN AWARD 2018』 
多様性推進賞特別賞・企業部門賞受賞  
　リコーリースは 12 月 20 日、『Forbes JAPAN WOMEN AWARD 2018』で、「多様性推進
賞特別賞」と「企業規模別部門第４位」をダブル受賞しました。 
　当社は、2017 年度より実施している女性管理職候補者の早期育成を目的とした「女性管
理職育成研修」、 昇格時育児・介護休業が不利にならないための「キャリアリカバリー
制度」や男性の家事・育児参加を促進する「育メン・チャレンジ休暇制度」の導入、無意
識の偏見について学ぶための「アンコンシャスバイアス研修」 等、女性をはじめとした多
様な人財の活躍を実現するためのさまざまな取り組みが評価され、今回の受賞となりま
した。 
　リコーリースは、一人ひとりがいきいきと働き活躍できる会社の実現に向けて、取り組
みを継続してまいります。 
 
Forbes JAPAN WOMEN AWARD 2018　https://forbesjapan.com/womenaward/winner/ 

リコーエレメックス 
「第 1回 高機能 塗料展」で塗装・めっき外観検査装置を展示  
　リコーエレメックスは、12 月５日から７日まで幕張メッセで開催された「第１回 高
機能 塗料展」に出展し、業界初の時間相関技術を活用した塗装・めっき外観検査装置
を展示しました。この外観検査装置は、汎用製品では難しい光沢のある塗装・めっき
曲面の外観良否を高精度に判別します。 
　会期中は塗料メーカーや塗装メーカー、自動車関連メーカーなどの関係者が当社ブ
ースを頻繁に訪れ、塗装やめっき部品の外観検査
に関する課題を当社担当者に相談していました。 
　また、今回は塗料の開発過程での評価や出荷前
検査を想定した評価器も展示。塗料メーカーの関
係者に評価や出荷前検査時の課題、求められる機
能などのヒアリングを行い、新市場の可能性の検
証を行いました。
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リコーエレメックス 
恵那事業所で建替棟起工式を開催  
　９月 25 日、リコーエレメックス恵那事業所で建替棟の起工式が行われま
した。 
　建替棟は、これまで「赤屋根」と呼ばれる工場棟で展開していたリコーエ
レメックスエーティーの精密部品加工が移管され、老朽化が進む各工場棟に
分かれていた加工を集約することで、耐震性能の確保とともに、生産効率向
上などの相乗効果を狙います。 
　起工式は工事施工者の司会進行で執り行われ、当社関係者の他、施工関係
者としてリコークリエイティブサービスも参加されました。神社宮司による
修祓
しゅばつ

、降神
こうしん

の儀、献饌
けんせん

、祝詞
のり と

奏上、清祓
きよはらい

に続いて地鎮行事が行われ、刈初
かりぞめ

の儀（鎌）をリコーエレメックス  鈴木社長、穿初
うがちぞめ

の儀（鍬
くわ

）をリコーエレメ
ックスエーティー  熊谷社長、志賀恵那事業所長、穿初の儀（鋤

すき

）を施工主が
それぞれ執り行いました。続いて玉串奉奠

ほうてん

、宮司による撤饌、昇神の儀、
神酒拝戴
しんしゅはいたい

が執り行われ、建替棟建設工事の安全と無事が祈願されました。建
替棟は 2019 年７月に完成予定です。 

起工式の様子

展示ブースの様子

株式会社 LiB 代表取締役松本氏（左）と 
リコーリース瀬川社長
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北海道支部

東京支部

三 愛 会 プ ラ ザ 

第 24回三愛会北海道支部札幌地区ビアパーティー
11 月 16 日、北海道支部恒例のビアパー
ティーが開催されました。震災の影響で 9
月から 11 月に延期となりましたが、会員
各社のご協力および事務局メンバーによ
る PRのかいもあって、総勢 167 名が参加
しました。
当日はゲーム大会や大抽選会などで会

場は大盛況でした。

「三愛会社友会」はリコー三愛グループ出身者のOB会です。
現在、約 650 名の会員がサークル活動やイベントをいきいきと楽しんでい

ます。ぜひあなたも社友会に入会して、シニアライフを楽しく過ごしてみま
せんか？

■入会資格：三愛会会員会社の定年退職者（20年以上勤続もしくは会員 2名以上の推薦）
■入 会 金：3,000 円　■年会費：3,000 円（7月以降入会は、当年度会費 1,500 円）
■入会方法：各社人事総務ご担当者、三愛会社友会（050-3534-3402）へお問い合
　　　　　　わせください。

サマービアパーティー
7 月 20 日、芝公園の  “The Place of TOKYO” におい

て「三愛会東京支部サマービアパーティー」を開催し
ました。
東京タワーを目の前に臨む会場には 7社 55 名の若

手社員が参加。チーム対抗のクイズ大会やじゃんけん
大会などで大いに盛り上がりました。

幹部懇親ビアパーティー
　8月 22 日、14 社 85 名の幹部出席の下、幹部懇親ビアパー
ティーが開催されました。
　冒頭でサガテレビ制作のビデオ『創業者 市村清の三愛精神
のルーツを辿る』を観賞後、坂主支部長の挨拶、三愛石油  塚
原社長の乾杯へと続き、最後はリコーロジスティクス（当時）
若松社長の挨拶で散会となりました。

■社友会の 12サークル■ 
●散策 　　　    ●ハイキング ●ゴルフ　  ●テニス　 ●スキー　       ●健康麻雀　   
●囲碁・将棋　●俳句                  ●尺八　      ●カメラ　  ●お蕎麦の会　●スケッチ画

散策サークルの皆さん
（2018.10.12  国営昭和記念公園にて）

ゴルフサークルの皆さん
（2018.10.24  中津川カントリークラブにて）

「三愛会社友会」（リコー三愛グループOB会）入会のご案内三愛会カレンダー 
（2019年 2月～7月）

●
三
愛
会
全
体

３
月

リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー
プ
案
内
（
２
０
１
９
）
発
行

５
月

愛
の
手
委
員
会

７
月
『
三
愛
会
会
誌
』
第
１
６
３
号
発
行

●
支
部
（
実
施
を
予
定
し
て
い
る
行
事
）

４
月

近
畿
支
部

創
業
者
京
都
法
要

東
京
支
部

総
会

７
月

神
奈
川
・
東
静
岡
支
部

総
会

東
京
支
部

サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
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三 愛 会 プ ラ ザ 

三愛会会誌  Web アンケートの実施    
 ― より良い誌面作りにご協力ください ―

本誌および三愛会のホームページ上で開催しました『市村清クイズ
ラリー』は、ご好評のうちに 10 月 31 日をもって終了いたしました。
ご参加いただいた小・中学生の皆さん、ありがとうございました！
抽選で 50 名の方に、三愛会オリジナル “ちび清 T シャツ” をプレ

ゼントしました。

■三愛会会員会社の皆さまに、本誌の満足度と今後につ
いて、Webアンケート調査を実施します。
※パソコンかスマートフォンで下記アドレス、または
QRコードにアクセスしてご回答ください。 

https://jp.surveymonkey.com/r/NHH5QQJ 
 

     
     実施期間   2019年 2 月 1 日（金）～3 月 22 日（金）
　　
■後日、三愛会がランダムに抽出した三愛会会員各社社
員の方々にも本アンケートのお願いをメールで送らせ
ていただく予定ですので、ご協力をよろしくお願いい
たします。

編
集
後
記

今
回
、特
集
企
画
の
取
材
の
た
め
に
、初
め
て
佐
賀

を
訪
問
。都
会
の
よ
う
な
喧
噪
け
ん
そ
う

も
無
く
、時
間
が
ゆ
っ

く
り
流
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

佐
賀
の
皆
さ
ん
は
、
市
村
清
の
こ
と
を
今
で
も
尊

敬
と
親
し
み
を
込
め
て
〝
市
村
先
生
〞
と
呼
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。
市
村
の
功
績
が
佐
賀
県
の
人
た
ち
か

ら
ず
っ
と
感
謝
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

２
日
目
に
、
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
協
賛
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
『
黒
田
チ
カ
と
市
村
清
の
縁
』
を
聴
講
し

ま
し
た
。（
写
真
）
日
曜
の
夕
方
に
も
か
か
わ
ら
ず
来

場
者
が
１
２
０
人
を
超
え
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
。
皆

さ
ん
、
熱
心
に
研
究
者
た
ち
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

日
本
初
の
女
性
化
学

者
と
な
っ
た
黒
田
チ
カ

さ
ん
は
、
市
村
が
リ
コ

ー
設
立
に
至
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
、
佐
星
醤

油
の
創
業
者
・
吉
村
吉

郎
氏
の
実
妹
で
す
。

た
っ
た
２
日
間
で
し

た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
出

会
い
が
あ
っ
て
、
人
と

人
と
の
縁
の
深
さ
、
思

い
が
け
な
さ
、
面
白
さ

を
改
め
て
知
っ
た
佐
賀

の
旅
で
し
た
。（
Ｅ
子
）

佐さ

藤と
う

智ち

香か

樫か
し

田だ

彩あ
や

玉た
ま

置お
き

美み

香か

倉く
ら

田た

元も
と

子こ

酒さ
か

井い

亮
り
ょ
う

（
リ
コ
ー
）

（
三
愛
石
油
）

（
リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
）

（
リ
コ
ー
リ
ー
ス
）

（
リ
コ
ー
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ビ
ス
）

三愛会会誌　編集委員

●創業者・市村清について
＊リコー三愛グループの従業員である以上、知っておくべき
情報であり、触れる機会をご提供いただきありがたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　（リコー）

＊名前しか知らないような方でしたが、家系図やエピソード
など読むにつれて親近感がわきました。（リコージャパン）

＊時代を感じさせられ、昔も今も通じる考え方があるのだな
あと思いました。　　　　　　（リコーテクノリサーチ）

＊知れば知るほど魅力的な人だと感じた。　　　（リコー）
＊改めて市村さんを深く知ることができ、今後の仕事に対す
る姿勢に良い影響を与えてくれると確信した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（リコージャパン)                             
●その他
＊三愛会（三愛精神）と言ってもすぐに分かる社員が減って
きています。三愛精神を理解してもらうために今後も発刊
を続けるべきだと思います。（リコー IT ソリューション）                            

正解発表
佐賀市内、中央通り沿いにある市村清のモニュメント像が手に持って
いるカメラの機種は何でしょう？
リコーフレックスⅢ
1950 年 3 月に発売。カメラとしては国内初のベルトコンベア方式による大
量生産を実現しました。

さが維新博のメイン会場になっている市村記念体育館には、市村清
の胸像が設置されています。それはどこにあるでしょうか？
待合テントの隣

の胸像は、体育館正面入口の左脇にありますが、さが維新博開催中は
入口の前に待合テントが設置されていたため、見つけにくかったかもしれ
ません。

サガテレビ 1F のロビーにある “施設” は何でしょう？
カフェ
サガテレビ 1F にある カフェ “JONAI SQUARE”  では、オーガニックにこだわ
ったおいしい料理が味わえます。

佐星醤油（さぼししょうゆ）の創業家の名前は何でしょう？
吉村
1897（明治 30）年、初代・吉村吉郎氏が佐星醤油前身の佐賀醤油會社を設
立。現在の代表取締役吉村誠氏は 4代目。

清恵庵の入口脇「茶室 清恵庵」説明看板の後ろにある木の種類は何で
しょう？
竹
清恵庵は旧佐嘉城の南堀に面して建つ茶室。入口に茶室の説明が書かれた
看板が設置されており、その後ろには 2mくらいの高さに成長した立派な竹
が茂っています。

市村清没後50年　特別企画

『市村清クイズラリー』終了!!   

読者アンケートの中から一部をご紹介

『三愛会会誌 161 号』のWebアンケートには 167 名の
方からご意見・ご感想をいただきました。ご協力ありが
とうございました。その一部をご紹介します。
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A2 
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A4 
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抽選で
100 名の方に
記念品を

差し上げます。
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す
。



リコー三愛グループ　三愛会会員会社一覧

本社のみ掲載　38社・団体　太字は三愛会・常任理事会社 

（2019年1月1日現在）

三愛会                                     東京都大田区中馬込1-3-6                  050-3534-3401   会員会社・社員の福利厚生・親睦・文化活動等 

㈱リコー                                   東京都大田区中馬込1-3-6                  03-3777-8111   画像機器の製造・販売およびソリューションサービスの提供 

リコージャパン㈱                        東京都港区芝3-8-2                           03-6837-8800   OA機器等の販売およびオフィスのトータルソリューションの提供 

迫リコー㈱                                宮城県登米市迫町佐沼字北散田86       0220-22-4431   OA機器製造、精密金属部品の工法開発から製造 

リコーインダストリー㈱                 神奈川県厚木市下荻野1005               046-243-1210   事務機器、光学機器、印刷機器などとこれらの消耗品等の製造ならびに販売など 

リコーテクノロジーズ㈱                神奈川県海老名市泉2-7-1                  046-292-9550   事務機器、光学機器、印刷機器等の周辺機器、消耗品等の開発・設計および販売など 

リコークリエイティブサービス㈱      東京都大田区中馬込1-3-6                  03-3777-2685   事業所運営事業、厚生支援事業、ビジネス支援事業など 

SBSリコーロジスティクス㈱           東京都品川区東五反田5-22-33           03-5449-1211   国内物流、国際物流に関するトータルソリューション事業 

SBS三愛ロ  ジ東日本㈱                 宮城県仙台市宮城野区扇町3-6-7         022-782-8676   「東部」地域における物流トータルソリューション事業 

SBS三愛ロジ関東㈱                   埼玉県草加市青柳1-6-39                   048-930-6350   「関東」地域における物流トータルソリューション事業 

SBS三愛ロジ東京㈱                   神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-11    045-444-1377   「東京」地域における物流トータルソリューション事業 

SBS三愛ロジ中部㈱                   愛知県名古屋市中川区運河町601        052-354-8060   「中部」地域における物流トータルソリューション事業 

SBS三愛ロジ関西㈱                   大阪府大阪市港区福崎2-1-36             06-4395-6211   「関西」地域における物流トータルソリューション事業 

SBS三愛ロジ九州㈱                   福岡県福岡市博多区榎田1-1-37          092-451-9197   「九州」地域における物流トータルソリューション事業 

リコーITソリューションズ㈱            神奈川県横浜市都筑区新栄町16-1       050-3817-3900   システムインテグレーション事業、ITサービス事業、組込みソフトウエア事業 

リコーインダストリアルソリューションズ㈱  神奈川県横浜市港北区新横浜3-2-3      045-477-1511   光学・精密機器、製造・検査装置、材料・部品、ソフトウエア・システム等の開発、設計、製造、販売、サービス 

リコー電子デバイス㈱                  大阪府池田市姫室町13-1                   072-748-6266   電子デバイス製品等の開発・生産・販売、電子デバイス設計受託サービス、電子デバイス製造受託サービス 

三愛観光㈱                               熊本県阿蘇郡南小国町満願寺5621-7   0967-44-0513   観光ホテル、ドライブインの運営 

リコーテクノリサーチ㈱                 神奈川県海老名市泉2-7-1                  046-292-5372   特許調査、外国出願（米欧中韓の翻訳）、特許管理 

リコーエスポアール㈱                  神奈川県厚木市下荻野1005               046-243-1590   サービスパーツ包装、梱包業務、リサイクル 

三愛石油㈱                               東京都品川区東大井5-22-5                03-5479-3113   石油製品およびLPガス等の販売、航空燃料取扱業 

キグナス石油㈱                          東京都中央区京橋2-7-19                   03-5159-5800   石油製品および石油化学製品の販売、輸出入 

國際油化㈱                               東京都中央区東日本橋2-7-1               03-5821-5931   石油製品等の販売 

三愛オブリガス東日本㈱               東京都中央区東日本橋2-7-1               03-5835-5031   LPガス・ガス器具等の小売販売 

三愛オブリガス九州㈱                  福岡県福岡市博多区冷泉町5-32          092-291-1731   LPガス・ガス器具等の卸売・小売販売など 

三愛プラント工業㈱                     東京都大田区大森北1-5-1                  03-5764-8155   エンジニアリング事業、クリーンテクノロジー事業 

㈱三愛ガスサプライ関東               埼玉県本庄市下野堂614                    0495-24-3126   LPガスの配送・充填 

㈱三愛ガスサービス                    福岡県福岡市博多区冷泉町５-３２         092-291-1750   LPガスの配送・充填 

㈱ニシムラ                                佐賀県神埼郡吉野ヶ里町立野574         0952-52-5131   LPガス・ガス器具等の小売販売、建設業 

㈱トスプロ                                 佐賀県鳥栖市儀徳町2934                  0942-83-3059   LPガス・ガス器具等の小売販売 

佐賀ガス㈱                                佐賀県佐賀市兵庫町大字西渕1996      0952-30-6166   都市ガス・ガス器具等の小売販売 

リコーエレメックス㈱                    愛知県岡崎市井田町3-69                   0564-23-5111   精密加工部品、産業機器、OA機器関連等の製造・販売       

リコーエレメックスエーティー㈱      岐阜県恵那市長島町中野1218-2         0573-25-8524   精密加工部品、LPガス関連機器、腕時計等の製造・販売       

リコーリース㈱                           東京都江東区東雲 1-7-12                  03-6204-0700   リース・割賦事業、金融サービス事業 

テクノレント㈱                            東京都港区芝浦4-13-23                    03-6858-9300   各種計測器・IT機器のレンタル・計測・校正・機器点検等の受託技術サービス・各種機器の販売など 

リコー三愛グループ健康保険組合   東京都品川区南品川6-11-6                03-3740-4881   加入会社社員・家族の医療給付と保険事業 

公益財団法人市村清新技術財団    東京都大田区北馬込1-26-10              03-3775-2021   助成（新技術開発・植物研究）、市村賞贈呈、少年少女創造性育成      

リコーグループ福祉会                  東京都大田区中馬込1-3-6                  03-3777-4278   リコーグループ各社への共済事業など

        会社（団体）名                        所在地　※ビル名は省略                電話番号                                  事　業　内　容
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